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通して,国 際協力に儘力 され,学 術会議南極研究連絡委
員長 として,我 が国の行 う広範囲にわたる研究の,隅 か
ら隅に至るまでに細心の目配りをされた,ロ ケット,人
工衛星によるオーロラの観測は申すに及ばず,南 極隅石
の重要性 を察知 された先生は,直 ちに限石探査を日本隊
の主要観測項目とし,ご 自身も率先贋石研究に従事され








の維持,管 理,運 営等の,い わゆる設営面にまで及んで
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前にして,極 地の研究の在 り方 も変ろうとしている.高
い立場に立ち,遠 くを見通 して,し かも,現実的な指針
が今日ほど必要な時は無いであろう.研究所評議員会の
会長として,忌欄のないご叱正をいただきつつある所で
あった.今 はただ,ミもう暫 くは、との甘えを後悔 しつ


















500～1500km,極点を同心円状に取 り巻 くように分布 し
































に高緯度地方に広 く森林を形成 していたものが,気 候の
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匿 コ アークテ ィ・ク
鋼 サ ブアー クテ ィック
図.植 生;;1観か らみた北 ノ∫域の地理的範囲 と地域区 分
{小島原['xr)
研究先進地域であって、私たちにいま何ができるかとい
















オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス に て
－ANAREに 参加 して一
谷 村 篤
1991年1月3日24時,南 極 観 測 船 オー ロ ラ ・オ ー ス ト
ラ リスは ホ バ ー トに あ るマ ッコ ー リ ー岸 壁 を離 れ プ リ ッ
ッ湾 に向 か った.私 は,平 成2年 度 の 交 換 科学 者 と して
オ ー ス トラ リア 南極 観 測 隊(ANARE)に 参加 し,去{F







モ ー ソ ン基 地 に 停 泊 した オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リ ス
オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リスは,1987年に マ ッコ ー リ一
高 近 くで 座 礁 し沈 没 して しま った ネ ラ ・ダ ンの 代 船 と し
て オ ー ス トラ リア で 建 造 され た 最 初 の 砕 氷 船 で あ る.そ
の 建 造 に は1億2400万豪 ドル(約130億|i])の費 用 が 投
じ ら れ た.全 長95m,排 水/1'll:7880ton,10,000馬力 の
オ ー ロ ラ ・ オー ス ト ラ リ ス は,1.2mの 定 着 氷 を
2.5kn〔}tsで連 続 砕 氷 で き る能 ノ」を も つ ア イス ク ラ ス1
ASの 砕 氷 船 で あ る.船 の 大 き さは 前 の 南 極 観 測 船 「ふ
じ」 とほ ぼ 同 じ くら い で あ り.し か もそ の 姿 形 も よ く似
て い る.し か し,日 本 の 南極 観 測船 とは そ の 建 造 の 基 本
方 針 に お い て か な り異 な っ て い る と い え る.勿 論,オ ー
ロ ラ ・オ ー ス トラ リ ス は輸 送 と観 測 を こ な す 多H釣 船 と
して 建造 され た が,そ の.i三'要な任 務 を海 洋 観測1に置 い て
い る こ とで あ る.だ か ら オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ リス は 後
部ヘ リ甲板 の 下 に 広 い トロ ー ル 甲板 を も ち,そ の船 尾 は
大 型 の トロ ー ル ・ネ ッ トの 投 ・揚 網 が で き る よ うな構 造
〔ス リ ップ ウ エ イ)を 持 っ て い る.つ ま り,砕 氷 トロー
ル船 とい うわ け で あ る .船 尾 の トロー ル デ.・キ に い る と,
つ い トロ ー ル船 に 乗 って い る よ うな 気 分 に な る.無 論,
彼 らが こ ん な船 を造 る に は そ れ な りの 理 由 が あ る,そ れ
は 領 土 権 を主 張 す る イ ン ド洋 区の 南極 海 の環 境 と生 物 資
源 の保 護 ・保 全 とい う ウ:場に立 っ た調 査 活動 を支援 す る
た め とい うこ と で あ る.と に か く今 のJAREに は とて
も期 待 で き そ う もな い よ うな とん で もな い船 を オー ス ト
ラ リア は造 って しま った.し か も この 南 極 観 測船 が 民 間
の船 会 社 の 所 有 で あ る と い う こ と を聞 く につ け、 そ こに
南 極 観 測 に 対 す るANAREの 合 理 的 で 柔軟 な 姿 勢 と闊
達 さが 見 え る よ うな 思 い が した.オ ー ロ ラ ・オ ー ス トラ
リス は,　P&O-PolarAustra[la　Pty　Ltd　〔P&OAustralia
と ドイ ツのPolhr　Schiffahrts.　との 合 弁 企 業)と い う民
間 の 船 会 社 に所 属 す る 船 な の で あ る.オ ー ス トラ リア 政
府 は.こ の 船 の 建 造 に 当 た ってP&0-Po]arとIO年間 に
わ た っ て 毎 年180日間 の 用`n契約 を結 ん だ.用 船 料 は 明
ら か に され て い な い が,年 間 お よ そ950万豪 ドル,H本
3
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円に して約10億円の用船料 をP&O-Polarに支払 ってい

















く4名 のANAREの 隊員 も私達と一・緒に南極に向かっ
た.
1月19日,オー ロラ ・オース トラリスはモーソン基地









この一一連の調査でた くさんの魚類やイカ類,オ キア ミ,
その他様々な動物標本を得ることができたし,また同時
にブリッツ湾における海洋学や生態学に関する多くの知












い.そ んなわけで,リ ュツォ・ホルム湾周辺で調査で き
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な る よ うな こ とが した か っ た.
そ こで 思 い つ いた の が 「あす か ア ンデ パ ン ダ ン展」
で あ っ た.観 測 棟 か ら作 業 棟 へ 続 き,そ こ か ら光学 棟へ
とつ なが る雪 洞 を大 幅 に改 造 して,美 術 館 を作 る.そ こ
に,各 隊 員 らが 作 品 を展 示 で きる ス ペ ー スを レ イ ア ウ ト
して 照 明 を工 夫 した.作 品 の搬 入 は 祭 日の 前 夜 まで と し,
.一人 何 点出 品 して もよ く,絵 彫 刻,オ ブ ジ ェ,テ キ ス
タイ ル,詩,そ の ほ か ジ ャ ンル を問 わず.
会 期 が近 づ く と,開 館 を知 らせ る ポ ス ター や,チ ケ ッ
トな どが配 布 され た.告 白,夜 遅 く まで(も っ と も・・日
が 夜 なの で あ った …)思 い 思 い の"ア ト リエ"に 籠 って
作 品 に打 ち込 ん で い る.そ の ほか に も.祭 り の出 し物 や
基 地 内 の 装 飾 を手 が け な が らの 製 作 活 動 で あ っ た.
ミ ッ ド ウ イ ン タ一 票,初 日.大 き な 象 の ポ ス ター
"l
ndependent"　の 前 で シ ャ ンペ ン を抜 い て 乾 杯.も っ
とも零 下20度近 くはあ る だ ろ う館 内 で は.ま もな くす る
とグ ラ ス を さか さ ま に して も シ ャ ンペ ンは落 ち て 来 ず泡
の ま ま凍 って しま っ た よ うで あ る.雪1同 を奥 へ進 む と石
沢 隊 員が 設 計 した照 明 と.人 が 歩 い て 来 た振 動 を 感 知 し
て バ ッハ の ヴ ァ リエ ー シ ョ ン を奏 で る とい う装 蹄 が 設 置
され て い る.
「よ うこ そ.ア ンデ パ ン ダ ン展へ 」
まず,右 手 に 巻 田 隊 長 の 立体 オブ ジ ェ 「七 一 ルロ ン ダー
ネ山 地 立 体模 型 とオ ー ロ ラ」 これ は,実 際 の 等 高 線 を基
に して 紙 粘 土(じ つ は トイ レ ッ トペ ー パ ー と う ど ん粉 を
練 り合 わ せ た もの)で 作 成 した もの で,背 景 には 祐 川 隊
員の 撮 影 した オー ロ ラの ス ラ イ ド写 真 が 映 し出 さ れて い
た.し ば ら く行 くと,通 信 ・伊 藤 隊 員 の 彫 刻"lt's　a
very　srnall　world"が見 え る.雪1同 内部 を さ らに チ ェ ー
ン ソー な ど を用 い て 掘 削 した スペ ー ス に,ブ ル ー.レ ・ノ
ド,グ リ ー ンの 三 色 の照 明 を工 夫 した 円柱 ・壁 な ど.静
讃 をた た え た大 き な雪 の 宮 殿 の如 しで あ る.光 学 棟 へ と
続 く雪 洞 を さ ら に 奥 へ 進 む と,機 械 ・上 遠 野 隊 員 の
'夢"と 題 す る抽 象 画 が あ
った,雪 の キ ャン パ ス に,暖
色 系 の ダ イナ ミッ クな彩 色 が 施 され,さ らに 絵 の 内部 か
らの 光 が モ ノ クロ ー ムの 写 真 を照 ら し出 す.人 の 目の 高
さ まで 考 慮 され た この 作 品 の対 面 に は,座 る た めの ス
ペ ー スが 設 け られ,こ の 中 に 入 って 絵 を鑑 賞 す る よ うに
な って い る.
や が て,や や 奥 ま った.一角 に,宙 空 ・港 屋 隊 員 のつ く
った オブ ジ ェ"聖 杯"が あ る.こ れ は 氷 を用 い て 形作 ら
れた 大 き な杯 中 に 黄 金 色 の 液 体 が た た え られ た もの だ.
1]9.覚を鋭 くす れ ば ,す ぐ これ は ウ イ スキ ーで あ る こ とが
わか る.こ の"聖 杯"が 安 置 され た ス ペ ー スは.暗 緑 色
と黒 ・金 な どの 色 で 飾 られ て お り全 体 的 に オ リエ ン タル
な雰 囲 気 をか も しだ して い た.
その 隣 に は,設 営 主 任 ・石 沢 隊 員 の 作 品 群 が な らぶ."
葛藤""やす らぎ'‥'どん ぐりのせい くらべ""二日酔い
飲料の数々"の4点.前2点 は,組紐を材料に用いた抽
象画であり,このほかにも同じモチーフの作品が基地内





美術館の最 も奥には,調 理 ・渡辺隊員の彫 り上げた
























上 記 シ ンポ ジ ウ ム は,6月5日(水)か ら7日(金)
の3日 間 当研 究 所6階 講 堂 に お いて 開 催 され た.梅 雨 の
合 間 の 晴 天 に恵 まれ,112名の研 究 者 が 参 加 して 発 表 と
活 発 な 討 論 が 行 わ れ た.海 外 か らは米 国3,メ キ シ コ,
イギ リ ス,フ ラ ン ス,ポ ー ラ ン ド,ス イス,オ ー ス トラ
リ ア.ス リ ラ ン カ の7カ 国 か ら各1名 の10名の 研 究 者 が
参 加 した.発 表 論 文 は78編で,そ の うち 口 頭 に よる発 表
が61編.ポ ス ター セ ッ シ ョ ンが1編,ア ブ ス ト ラク トの
み が16編で あ っ た.
初 日の 午 前 は,陽 石 探査 と,分 類 を中 心 と した 発 表 が
行 われ た.第29次 南 極 地域 観 測 隊 に よ って 採 集 され た あ
5
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すか一87限石の初期処理の結果が報告され,新 しい損石
に関心が集 まった.大 英博物館のHutchison博」:は,
EUROMETに関す る報 告 を行 った.　EUROMETは
ヨーロッパの附石研究者が,日 本と米国の南極での阻石









特別講演が行われた.普 通コンドライ トのうちHコ ン
ドライト母天体に関する講演で,　Pellas博士は形成年代,



































〉外 国 人 研 究 者 の 紹 介 く
名 シ ー リェ ・マ ーチ ィ ン
　 　 (Prof.　Seelye　MARTIN)
外 国 人 来 訪 研 究 員
ワ シ ン トン大 学 海 洋 学 部 ・教 授
平 成3年6月14日 一6月30日
衛 星観 測 に よ る高 緯 度 海域 の研 究
レ来 訪 者 く
平 成3年1月14日 ～1月27日 　 Dr.　CODER,　D.　M.　(米
国 ワシ ン トン大学 海 洋 学部 研 究 員)
1月19日 ～1月25日 　 Dr,　Chin　Sun　Lin　(米国 サ ウ ス
ウ エ ス ト研 究 所 プ ラズ マ物 理 学研 究 課 長)
1月23日 ～1月27日 　 Dr,　NANDAKUMAR,　R.　〔ア ン
ナ マ ラ イ大 学 特 別 研 究 員)
Dr.　BHASKARAN,　K.　(アン ナ マ ラ イ大 学
特 別研 究 員)
1J]28H～2月9日 　 Prof.　ALEXANDER,　V,　(アラ ス
カ 大学 教授,海 洋 学 研 究所 長)
Ms.　WASHBURN,　N.　(アラ スカ 大 学)
2月lH～2月9日 　 Dr.　ALBERT,　T.　(アラ ス カ ノー
ス スロ ー プ 地 区 野 生 生 物 監督 局 主任 研 究 員)
2fl1日 ～2月g日 　 Dr.　KELLY,　B.　P.　(アラ ス カ大
学 海 洋 学 研 究 所研 究 員)
2月1日 ～2月2日 　 Prof.　LORIUS,　C.　(グル ノー ブ
ル 大 学教 授)
2月2日 ～2Jl4日 施 雅 風　(Prof.　Shi　Yafeng　中
国 科 学 院(兼)南 京 大 学教 授)
2月4日 ～2月5U　 Dr.　BRAITHWAIT,　R,　J.　(グ
リー ン ラ ン ド地 質 調 査所 研 究 員)
2月4日 包 澄 瀾 　〔Dr.　Bao　Cheng　Lan　中 国 国 家 海
洋 局 海 洋 環 境 予 報 中 心 セ ンタ ー 副所 長)
2月4日 一2月6日 　 Dr.　BRASSEUR,　G.　(米国 大気 科
学 セ ン タ ー大 気 化 学 部 大 気 モ デ リ ング1課長)
2月4日 一2月6日 頼 明 洲　(Dr.　Lai　Ming　Jou　台
湾 ア ジア 蘇 苔 ・地 衣 類 学 会 会 長)
2月7日 ～2mo日 　 Dr,　THOMAS,　R.　(米国航 空 宇宙
局 海 洋 ・雪 氷 部 長)
2月9日 ～2月13日 　 Dr.　RAYMOND,　J,　(サウ ス ア ラ
バ マ 大 学 助 教 授)
2月15日　 Mr.　STEGER,　W,　(国際 極 地 探 検 隊>
2月26日 ～3月4日 　 Prof.　TRIPP,　R.　(ワシ ン トン 大
学 教 授)
3月27日　 Prof.　AUGSTEIN.　E,　〔ア ル フ レ ッ ドヴ ェ ー
ゲ ナ ー極 地 ・海 洋 研 究 所 教授)
4月3日 ～4月9日 　 Prof.　COWLES,　T,　(オレ ゴ ン州
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立大 学 海 洋 学 部 教 授)
4月16日 ～4月18日 　 Prof.　PELTIER.　D.　(トロ ン ト大
学 物 理 学 部 教 授)
Prof.　MOORE,　K,　(トロ ン ト大 学 物 理 学 部
教 授)
Prof,　GYAKUM,　J.　(マッ クギ ル大 学 気 象 学
部教 授)
Dr.　STEWART,　R.　(大気 環 境 庁 主 任 研 究
官)
Mr.　KING,　P,　(大気 環 境 庁 研 究 官)
4月17日 ～4月21日 林 依 依　 〔Dr.　Cynthia　l-1・
Ling　ケ ンブ リ ッジ 大 学 ス コ ッ ト極 地 研 究
所 研 究員)
4月24日 ～5月1日 　 Prof.　HORITA.　R.　E.　(ヴィ ク ト
リア 大学 教 授,名 古 屋 大 学 太 陽 地 球 環境 研 究● 所 客 員教 授)
5月12日 ～5月18[.lihU呆fR　(Prof.　Wen　Baohua　中
国 青 島海 洋 大 学 教授)
5月14日　 Dr,　SINHA,　S,　B.　(イン ド大 使 館 科 学技 術 担
当 参 事官)
5月14日～5月15日　 Dr.　KAZIMIROVSKY,　E.　S,　(ソ
連 科 学 アカ デ ミー 地 球 磁 気 ・電 離 圏 ・電 波 伝
搬 シベ リア 研 究 所研 究 員)
5月21日 一5月23H　 Prof,　KOEBERE,　C.　(ウィー ン
大 学 地 球 化 学 教 室助 教 授)
6月4日 ～6月14日　 Prof.　ELZINGA、　A.　(エーテ ボ リ





















5月極夜期 を前に太陽高度が 日毎に低 くな り,ブ リ
ザー ドが頻繁に来襲 し暖かく風の強い月であった.ブ リ
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南 極 月 別 気 象 資 料(Month[y　Cllmatlc　[)ata　{。r　Japanese　Antarctic　Stations)
平 均 気 温(Meantemp、)　 (℃)
最 高 気 温(Max.temP.)(℃)
最 低 気 温(Min.temP.)(℃)
、F－掬 気 圧 ・海 面(Mean　 pressure
,　sea　leveD　(mb)
平 均 蒸 気 圧(Meanvapourpressure)　(nコb)
平 均 相 対 湿 度 〔Mean　re[atlve　humidity)　〔%)
.gF均風 速(MeanwindSl)eed)　(m/s)
最 大 風 速 ・10分間 平 均(Max.　wind　speed,
　 　 　 　 　 　 　 　 　 10・mln.mean)　〔m/s)
瞬 間 最 大 風 速　〔Gust)　〔m/s)
平 均 雲 量(Mean　 chlld　cover)　(1/10)
快 晴 日 数 　〔Number　of　clear　days)































































南極大陸上の雪 と氷である.人 類の作 るあらゆる水よ
り純粋である.と は言 っても,南 極氷の中には実に

































く火山灰の存在 を知ることができる.火 山灰 を含む氷
は酸性であることが知 られてお り,も し磁石が検知 さ
れ氷が酸性でない時は,宇宙塵が磁石の原因となって
いる目∫能性がある.将 来,彗 星や流れ星と地球との遭
遇の歴史を,南 極の氷の磁石から知ることも可能と考
えている.
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